
【プロフィール】

 1960年生まれ。兵庫県西宮市出身

 1983年 髙丸工業株式会社入社

 1985年 社長就任

2007年 尼崎ロボットテクニカルセンター(ARTC)開設

 2015年 第6回ものづくり日本大賞 特別賞受賞

 2016年 ARTCを法人化し(株)ロボットテクニカルセン

        ターを設立し、同社代表を兼務

 2018年 東京都大田区にロボットテクニカルセンター

        東京を開設

2024年 一般社団法人日本ロボットシスムインテ

        グレータ協会理事就任

令和7年度 宮崎県機械技術センター

ものづくりセミナー
参加費
無料

〈講演会テーマ〉

『ロボットとは多品種少量生産
のための省力化装置である』

日時

会場

定員

◆講 師
髙丸工業株式会社 代表取締役

（株式会社ロボットテクニカルセンター
                      代表取締役社長）

髙丸 正 氏

令和７年

  11月18日(火)

   14:30～16:30 (受付 14:00～)

野口遵記念館
 フリースペースＡ

(延岡市東本小路119-1) 

     TEL 0982-31-3337

50名

◆主催／宮崎県機械技術センター
共催／INOBECH協同組合 後援／延岡市、延岡商工会議所、(一社)宮崎県工業会

◆お問合せ／宮崎県機械技術センター（担当／鮫島）
TEL：0982-23-1100 FAX：0982-23-1104 E-mail：info@mmtc.or.jp

● 参加申込書にご記入の上、お申し込み下さい。

多品種少量生産にこそ力を発揮するロボット利活用についてのお話です。産業用ロボット
を導入・活用することにより、ものづくりの現場の生産性向上・業務効率化・事業の継承が
期待できます。これまで長年に亘り中小企業の産業用ロボット導入支援に取り組んできた経
験から、導入に向けた具体的なステップや注意点なども、様々な導入事例を交えてご紹介し
ます。また、開発した遠隔でのロボット操作に関する説明も行います。

大企業と中小企業ではロボット導入の目的や手段が違います
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